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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 4

運営推進会議に参加するメンバーが決まってい
て、地域の方々や家族の参加が少ない。

参加者を増やし、意見交換を行う中で、地域と
の交流の場を増やし、社会参加と馴染みの関
係性作りを行う。

運営推進会議の議題を、地域の方や家族が参加
しやすいよう魅力あるものにし、町内会の行事や
GHの行事にお互い参加することで、馴染みの関
係を築き、運営推進会議への参加を促していき、
意見交換を行えるよう働きかけていく。

一年

2 35

災害対策では避難訓練は年２回行っているが、自
然災害の想定での訓練ができていない。備蓄品
の種類を検討する必要がある。

自然災害での非難訓練を事業所で行い、落ち
着いた行動ができるようにする。

年間計画を立て、火災、地震、と分けて非難訓練
を行い、備蓄品や防寒対策の確認を行う。

一年

3 33

重度化や終末期に向けた方針の共有と支援で
は、往診の主治医の変更があり、今後も重度化が
進むにつれ、話合いが必要になるため情報共有
や、ご家族への説明が重要になる。

情報の共有と報告をしっかりと行い、終末期の
対応が不安なく行える。

日頃から、医療連携や主治医との情報共有を行
い、話し合いの場を持つよう努めるとともに、医療
連携の対応が難しい場合は、重度化の予想され
る方は他の往診対応可能な医療機関を検討し、
ご家族の意向に添える終末期医療を検討する。

一年

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。

注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　


